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本日の内容

➢ なぜ今、ASEANなのか？

➢ ASEANにおける課題とビジネスチャンス

➢ ASEANの文化とマインドセット

➢ 成功事例紹介

➢ 質疑応答
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なぜASEANなのか？
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なぜASEANなのか？

1) 市場規模：7億人のパワー

➢ 2026年には人口が約7億500万人に達すると予測されてい
る。

➢ 2030年までに人口の65%が中間層になると予想されており、
自由裁量所得が大幅に拡大する。
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2) 人口動態：若さあふれる市場

➢ 中央値年齢は32歳

➢ 2025/2026年時点の中央値年齢（推計) : マレーシ

ア：約30.3歳, インドネシア：約31.5歳, タイ：約

40.1歳, フィリピン：約25.7歳

➢ この若い労働力・消費者が、生産と消費の両面で

成長を牽引する。
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3) 経済成長

➢ 主要6カ国のGDP成長率：2024年は4.6%、2025-2026年は平均4.8%と予測

されている。(参考: 他国の予測成長率：中国 4%、日本 1.1%) 
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世界経済における立ち位置

ASEANは現在、世界第5位の経済圏。2030年までにはアメリカ、中国、イン

ドに次ぐ「世界第4位」に浮上する見通し。
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4) サプライチェーンの転換

➢ 「チャイナ・プラス・ワン」戦略: コスト管理と地政学リスク回避
のため、企業が拠点をASEANへ移転している。

➢ 製造業の平均時給比較：中国の約6.50ドルに対し、ベトナムは約3
ドル、インドネシアは約2.80ドル

➢ 各国で構築されるエコシステム： 

➢ ベトナム：電子機器ハブ（サムスン、アップルなど）。

➢ マレーシア：半導体後工程の重要拠点（世界の後工程・パッ
ケージングの13%を占める。

➢ タイ：かつての「東洋のデトロイト」から、現在は電気自動車
（EV）生産拠点へ急速に転換中。
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1) デジタル変革とリープ
フロッグ：

➢ 東南アジア諸国は、固定電話
→PC→インターネット→モバ

イルという従来の発展段階を
飛び越えた。

➢ 直接、モバイルを主軸とした
高度なデジタルソリューショ
ンへと移行した。この現象を
「リープフロッグ」と呼ぶ。
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➢ デジタル経済の現状: 人口の約75%がユーザーですが、そのう
ち90%が主にスマートフォンから接続している。

➢ これにより、単一のエコシステムで完結する「スーパーアプ
リ現象」が起きている。
▪ Grab (シンガポール/広域展開)
▪ Gojek (インドネシア)
▪ Shopee/Sea (広域展開)

➢ ASEANのデジタル経済規模は、2025年末までに総流通額
（GMV）ベースで3,300億ドルに達し、年平均成長率は約20%
となる見込み。
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デジタル変革のチャンス:

➢ 以下の分野におけるアプリ需要:
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2) 都市化とインフ
ラ・ギャップ:

➢ 現在、人口の50%が都市部
に居住。2030ー＞56%に上
昇する見込み。

➢ 2030年までに、さらに9,000

万人が都市へ流入すると予
測されています（人口20万
〜200万人規模の都市を含
む）。
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都市化におけるビジネスチャンス:

➢インフラ整備、住宅、教育機関、スマートシティ・ソリュー
ション、近代的な小売業（モダンリテール）への需要。
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3) デジタル・リテラシーの格差

➢読み書きの識字率は高い：主要6カ国の平均は96.6%

➢しかし、デジタルおよび実用的なリテラシーはまだ低いのが現状で
す: 

• 若年層（16〜35歳）のうち、現代の労働環境で求められる「高度
なデジタルスキル（コーディング、データ分析、AI等）」を持っ
ていると感じているのはわずか35%です。

➢ 中小企業（SME）の50%以上が、クラウド会計やデジタルマーケ

ティングを効果的に使いこなすリテラシーが不足しており、デジタ
ル化に苦戦しています
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デジタル・リテラシー格差におけるチャンス:

➢職業訓練、サイバーセキュリティ教育、コーディング・ブート
キャンプ、リスキリング・プラットフォーム、金融リテラシー向
上ツールへの需要
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4) プラスチック危機（廃棄物管理）

➢UNEPによると低中所得国では、プラスチック廃棄物の約70%が
不適切に処理されている（野焼き、不法投棄、河川への流出な
ど）。

➢ベトナムとインドネシアは、海洋プラスチック汚染のワースト
上位国となっている。

➢OECDによるとASEANのプラスチックリサイクル率は約12%に留ま
る。(参考:日本のリサイクル率：プラスチック約87%、紙約
81.7% )
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廃棄物管理におけるチャンス:

➢ ASEANは持続可能性とESG（環境・

社会・ガバナンス）に注力してい
る。

➢ 各国がネットゼロ目標を設定：シ
ンガポール、マレーシア、ベトナ
ム（2050年）、インドネシア、タ
イ（2060年）。

➢ 循環型経済技術：廃棄物発電、資
源回収、リサイクル技術への高い
需要。 18
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1) 宗教

➢ASEANは単一の文化圏で
はなく、多様な宗教や
信仰が混在している。
▪ インドネシア・マレーシ
ア：イスラム教徒が多数
派。ハラル、ハラームへ
の配慮が不可欠。

▪ 礼拝の時間、ラマダン断
食）
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宗教

➢ シンガポール：非常に多角的。仏教（31%）が最多で、キリスト教、

イスラム教、ヒンドゥー教が続く。

➢ タイ：熱心な仏教国（約93%）。他者への配慮を意味する「クレン

ジャイ」の精神に影響を与えている。

➢ ベトナム：儒教や仏教の教えに基づく「階層（序列）や教育」へ

の強い重視が見られる。
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2) 言語
➢英語は唯一の公式な実務言語。

➢地域にはインドネシア語、マ
レー語、中国語、タガログ語、
タイ語、ベトナム語、ビルマ語
など。

➢ 2026年現在、テックハブを中心
に使われる「デジタル・イング
リッシュ（簡潔でテクニカルな
英語）」が、越境スタートアッ
プの共通言語になりつつある。
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3) ハイコンテクスト文化

➢非言語的な表現や、間接的な言い回しを重視する。

➢円滑で調和のとれた関係を維持することがコミュニケーションの

目的。

➢相手の「メンツ」を保ち、相互の敬意と配慮を重んじるスタイル。

➢最初の対面が、会社の全体的な印象を左右する極めて重要な機会

となる。
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4) 関係構築

➢欧米：関係を築くために契約を結ぶ。ASEAN：契約を結ぶため

に、まず関係を築く。

➢ 交流も仕事のうち：ビジネスは個人的な信頼に基づく（食事、
ゴルフ、接待など）。

➢ 階層意識：年長者や役職への敬意。

➢ 交渉スタイル：交渉は直線的ではなく、循環的に進む。合意
済みの点も、関係性を確かめるために再度取り上げられるこ
とがある。成功の鍵は「忍耐」。
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4) ビジネス慣行
➢ 日本企業が「職人（匠）精神」なら、ASEAN企業は「スタート
アップ精神」。

➢ 日本：長く続くものを作る（Build-to-Last) 、ASEAN：まず試
すために作る（Build-to-Test）。

➢ 実用最小限の製品マインドセット 

➢ ASEAN市場では「完璧だが遅い」よりも、「十分な品質で、
かつ速い」ことが優先される。
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事例紹介：Toy Eight

Toy Eight （トイエイト）
https://www.toyeight.com/about

➢ マレーシアの社会課題を解決
するために、現地に根ざした
展開を行っている日本のAIエド
テック企業。

➢ ミッション：3〜6歳児を対象
に、才能の発見や発達の遅れ
を早期に特定する「安価で利
用しやすいスクリーニング検
査」を提供すること。

➢ 2020年5月設立
25

https://www.toyeight.com/about
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事例紹介：Toy Eight

➢収益モデル: フィ
ジタル（物理＋
デジタル）モデ
ルによる収益化

➢遊び場
（Playground)：
チケット収入を
得るだけでなく、
スクリーニング
サービスのマー
ケティング拠点
としても機能。
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事例紹介：Toy Eight

➢ B2Bライセンス：アルゴリズ
ムを用いた検査ツールを私
立幼稚園やクリニックに提
供し、安定的な収入を確保。

➢創業者：ASEANに深い知見を
持つ日本人。

➢チーム：元任天堂のデザイ
ナーと現地スタッフ。

➢評価：ASEAN Startup Awardを
受賞。ESGに合致する事業と
してインパクト投資家から
も注目されている。
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事例紹介：Toy Eight
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なぜマレーシアなのか？

➢中所得国のチャンス：高まる早期発育への関心と需要、言語聴覚士
や心理士などの専門家が不足しており、病院での診断に数ヶ月待ち
の状態。

➢多言語テストの場: 多様な人口 (マレー人、中国人、インド人) によ
り、複数の言語で同時にアルゴリズムをテストできる。

➢産学連携：サンウェイ大学やマラヤ大学と提携し、マレーシアの子
供たちの発達に合わせたデータ調整を実施。

➢政府の支援：外資スタートアップの支援「GKL Live Lab」に参画

https://www.investkl.gov.my/our-initiatives/gkl-live-lab

事例紹介：Toy Eight

https://www.investkl.gov.my/our-initiatives/gkl-live-lab
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Toy Eightから学ぶ教訓:

➢「Build-to-Test」アプローチ：完璧な医療機器を開発するのではなく、
まずはスマートフォンアプリから展開。

➢ 徹底したローカライズ：単なる翻訳ではなく、遊びや玩具の内容を
ASEANの文化に適合させた。

➢パートナーシップの構築

▪ B2G（政府連携）：サラワク州政府との協力

▪ B2B（企業連携）：大手クリニック（Qualitas Health）やインドネシア
のLippoグループとの提携

➢ リバース・イノベーション：マレーシアで培ったデータとスピー
ド感を活かし、より効率的なモデルを将来的に日本へ逆輸入する
ことを目指している。

事例紹介：Toy Eight
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事例紹介：Toy Eight
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事例紹介：Toy Eight



まとめ
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➢ ASEAN市場：課題はあるが、それ以上の
チャンスがある。

➢ 成功の鍵：現地の文化とマインドセットの
理解。

➢ 支援機関の活用：JETRO、S-Cube、日本アセ
アンセンター等。

➢ 挑戦を始めるのに遅すぎることはない。決
して諦めないこと。
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ご清聴ありがとうございました。
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質疑応答
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